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41 ベクトルと内積 
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 次図において，BC//DF，DC//FC，BC＝CD＝1 より， 

四角形 BCDF は 1 辺の長さが 1 のひし形である。 
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②，③および OABCD が正五角形であることから， 
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 四面体 ABCD において， BDAC ^ であることと 0BDAC =× は同値である。 
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 よって， 
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解法 2：(1)を無視して解く 
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ここで，⑤と⑦より， 
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対角線の長さ 
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 ここで， 1222 === cba   

 また，(1)と同様にして， baaccb
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 これを②に代入し，整理することにより， cba 

2
15

2
1

2
1OH -

++=  


